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論文内容の要旨
動翼と静翼をもっ軸流送風機から発生する騒音は，うず音に比し回転音が大きく，この回転音
は主として動翼と静翼の相互干渉作用により発生している。
本論文は 7 章よりなり，単段の軸流送風機から発生する騒音，とくに回転音を扱っている。
第 1 章は序論で，軸流送風機の騒音の従来の研究と本研究との関係について述べている。
第 2 章では，軸流送風機の騒音の測定について述べ，さらに各形式の軸流送風機について流量
を変えた場合の騒音の変化を実験的に調べた結果について述べている。
第 3 章では，騒音公害の観点より軸流送風機の騒音低減法を 4 通り ((1)動静翼間距離を大にす
る方法， (2)動静翼問に整流格子を入れる方法， (3)動静翼聞に交角をつける方法， (4)サクションリ
ングをつける方法)試みた結果について述べている。これらの方法は，主として騒音源そのもの
の強さを変える方法であるため，送風機性能に及ぼす影響も同時に調べているが，その結果これ
ら 4 種類の騒音低減法がそれぞれの条件のもとで有効であることを明らかにしている。さらに粘
性伴流干渉の大きさの解析を行なっている。騒音の大きさは動静翼の干渉(ポテンシャノレ干渉と
粘性伴流干渉)により生ずる変動揚力の大きさに関係しているので，第 4章ではポテンシャノレ干
渉について述べている。ポテンシャノレ干渉の計算に際して，直線二重翼列を二重同心円に等角写
像する方法を利用し，流れの構成に必要な複素速度関数を新しく導いている。そして実験に用い
た送風機の翼列について数値計算を行ない，ポテンシャノレ干渉の大きさが翼列配置により大きく
異なることなどを明らかにしている。また前章で計算を行なった粘性伴流干渉の大きさとポテン
シャノレ干渉の大きさを比較することにより，翼列配置によってポテンシャノレ干渉の方が大きい場
合があることを明らかにしている。
前方翼から発生する粘性伴流は，後方翼に大きな影響を与え，前方翼は主としてポテンシャノレ
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干渉のみの影響を受ける。そこで第 5 章では，前置静翼式送風機の前方静翼面上の変動圧力を測
定するための圧力ピックアップを新しく開発し，このピックアップを直接静翼面上に取付けて変
動圧力の測定を行なっている。乙の結果，前方翼の受ける変動圧力の大きさは，ポテンシャ Jレ干
渉による変動圧力のみでは説明できず，後方翼からの圧力波の反射などによる変動圧力も考慮し
なければならないことを述べている。
粘性伴流による後方翼の変動場力を計算する場合，伴流の速度分布が必要であり，乙の速度分
布の測定に円筒型ピトー管がよく用いられる。そこで第 6 章では，無限前方流が一様でない速度
分布を有する流れの中におかれたピトー管の特性の解析を行なっている。
第 7 章では，本論文の結論について述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，軸流送風機の騒音を翼列のポテンシャ Jレ干渉と伴流干渉の面から理論的実験的に解
析し，また翼列干渉を小にする立場から騒音低減法を研究したもので，主要な業績はつぎの通り
である。
(1) 相対運動する平板二重翼列の流れについて，従来の方法より厳密な解析法を見いだし，ポテ
ンシャル干渉による翼面圧力変動の計算を可能にした。
(2) 各種騒音低減法について， その数量的関係を明らかにするとともに伴流干渉低減の立場か
ら，整流装置など新しい騒音低減法を考案し特殊な条件下では有効であることを見いだした。
(3) 無限前方の流れが一様でない場合の円柱のまわりの流れの基礎式を求め，伴流の場合に応用
できる特別な場合の解を求め，円筒型ピトー管の測定誤差判定に寄与した。
以上のように本論文は軸流送風機の騒音発生，およびその低減法に関して新しい知見を加えた
もので，流体機械工学に寄与するところが大きく博士論文として価値あるものと認める。
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